
政治と文学が大きなテーマであったその時代、当時の知識人は近代日本における「罪」
の部分、すなわち侵略戦争であり植民地支配であり差別問題であり格差問題を見極め
ながら思索を深めた。沢部さんの論文の背後に、一九六〇年代におけるそうした知識
人の姿勢を垣間見る。

――竹内栄美子「解説」より
在日朝鮮人であり、吃音者であり、作家であること。暴力的な父への憎悪と彼への経
済的依存、北と南のはざま、アルコールへの深い依存など、いくつものまた裂き状態
が生々しく浮かび上がる本書の構成はすばらしい。

――信田さよ子「あとがきに代えて」より
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信田さよ子 （公認心理師） の夫。

今 だ か ら こ そ、 金 鶴 泳 を 読 む。


